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な こリ に ほ か を 

春の 日の 光の 名残 花ぞ のに 匂 ひ 薫る と 

思 ほ ゆる かな (晶子) 

ひかるき み 

光 君が おかくれ になった あとに、 そのす ぐれた 

びぼう 

美貌 を 継ぐ と 見える 人 は 多くの 遺族の 中に も 求める こ 

とが 困難であった。 院の 陛下 はお それお おくて 数に 引 

きたて まつるべき でない。 今の 帝の 第三の 宫と、 同 

す ざく によさん みや ふたり 

じ 六 条院で 成長した 朱 雀 院の女 三の 宮の 若君の 二人が 

とりどりに 美貌の 名 を 取って おいでになって、 実際す 

ぐれた 貴公子で おありに なった が、 光源氏が そうで 



秋に はもう 右 近衛の 中将に 昇進した。 推薦 権 をお 持ち 

になる 位階の 陞叙 もこの 人へ お加えに なって、 なぜ 

そんなに お 急ぎ になる かと 思うよう に ずんずんと 上へ 

お進ませ になる のであった。 お 住居の 御殿に 近い 対 を 

ぞうし 

この 人の 曹司に おあてに なって、 装飾な どは院 御自身 

の 御意 匠で おさせに なり、 若い 女房から 童女、 下 仕え 

の 者まで もす ぐれた 者 をお 選りと とのえ になった。 人 

が 姫君 を かしずく 以上の 華奢な 生活 をお させになる よ 

うで まば ゆく 見えた。 院 のお そばの 女房の 中から も、 

ようぼう 

后の 宫の 女房の 中から も 容貌の すぐれた、 感じの よい、 

品の ある 女 は 皆 中将の 曹司！ 1E きに あそばされ、 院 にい 



かな 落ち着いた 人に なって いた。 帝 も 母 宫の御 縁故で 

この 中将に 深い 愛 をお 持ちに なった し、 中宮 はもと よ 

リ 同じ 院内で 御自身の 宫 たちと い つ しょに 生い 立 つ て、 

いっしょにお 遊ばせに なった ころのお 扱い をお 変えに 

ならなかった。 

「末に 生まれて かわいそうな 子です。 一 人前になる ま 

で を 自分が 見て やる こと もで きない」 

あつ 4 

と、 院が 仰せられ たこと をお 思いに なって、 憐みを 

深く かけて おいでにな るので ある。 夕霧の 右大臣 も自 

きんだち 

身の 公達より もこの 人 を 秘蔵が つ て 丁寧に 扱う ので 

あった。 昔の 光源氏 は 帝王の 無二の 御 愛子で はあった 



なって いるので ある。 この 世の ものと も 思われぬ 

こうしょう からだ 

高尚 な 香 を 身体に 持つ ている のが 最も 特異な 点で あ 

る。 遠くに いてさえ この 人の 追い風 は 人 を 驚かす ので 

ふうさ い 

あった。 これほどの 身分の 人が 風采 を かまわず にあ リ 

のままで 人中へ 出る わけはなく、 少しで も 人より すぐ 

れた 印象 を 与えたい という 用意 はする はずで あるが、 

怪しい ほど 放散す るに おいに 忍び 歩き をす るの も不自 

たきもの 

由な の をうる さがって、 あまり 薫香な ど は 用いない。 

しま たきもの 

それでも この 人の 家に 蔵 われた 薫香が 異なった 高雅な 

香の 添う ものに なり、 庭の 花の木 もこの 人の 袖が 触れ 

るた めに、 春雨の 降る 日の 枝の I 卞も 身に しむ 香 を 放 



ら、 寂しい からといって、 恋愛な ど をして は、 かえつ 

てこの 世 を 捨てる 際の 妨げになる であろう という こと 

はんさ 

を 知っていて、 保護者との 関係の 煩瑣な 女性に 求婚す 

るよう な こと ははば かられる のであった。 自身で は 永 

久 にこの 冷静な 態度が 続けられる ものと 思って いたで 

あろうが、 それ はた だ 現在の 薫 中将が 熱情 を もって 愛 

する 人がない からで あろうと 思われる。 親兄弟の 同意 

せ ぬ 恋愛結婚な ど はまして 遂行すべく もない 薫で ある _ 

とし 

十九に なった 歳に 三位の 参議に なって、 なお 中将 も 兼 

ねて いた。 帝 も 后 も 愛 を 傾けて おいでになる 人で、 臣 

下と して これ 以上 幸福な 存在 はない と 見られる 薰 では 



ら のぞく 女房な ども、 

やみ 

「闇 は あやなし (梅の 花色 こそ 見えね 香 や は 隠る る) 

という 時間に も あの方のに おいだけ はだれ にだって わ 

力 リま す」 

と 言つ て 薫 を ほめて いた。 大臣 もそう 思 つ ていた。 

ようぼう ふうさ い 

容貌 も 風采 も 平生 以上に またす ぐれて 見える 薫が 行儀 

正しく 坐して いるの を 見て、 

「右 近衛の 中将 も 声 をお 加えなさい。 あまりに 客ら し 

くして いるではありません か」 

と言うと、 感じの よい ほどの 中音で、 「神の ます」 な 

もとめ こ 

ど、 求 子の 一 ふし をうた つた。 
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